
　梅雨の時期の６月となりました。市内の田園地帯では、
田植え後の水田に光が映え、美しい田園風景が拡がって
います。さて、新型コロナウイルスに対して先月５月14日
に滋賀県の緊急事態宣言が解除されました。長期にわた
る外出自粛や学校園の休業などについて深いご理解と
ご協力を賜りましたことに心より感謝申し上げます。
　お陰さまで、本日６月1日から市内の学校園は、通常の
形での再開となり、ようやくこの日を迎えられたと安堵し
ております。しかしながら、今後とも感染予防対策に万全
を期す中で、３密を避ける生活様式、いわゆる「N e w 
Normal（新しい生活様式）」の定着に向けて、感染予防と
生活・経済のバランスを取っていかなければなりません。
　引き続き、市民の皆さまと力を合わせて、子どもたち
の教育と健やかな成長を支える環境づくりはもちろん、
市民の皆さまの生活と暮らしをしっかり守り抜いてまいり
たいと考えております。
　先般、生活支援・経済支援などの対策について、市議
会の皆さまと議論を重ね、今号６～７頁に掲載している施
策を始めとする第２弾の取り組みをとりまとめたところで
す。市議会の６月定例月会議でご審議頂き、順次展開して
まいります。

　一方、市内経済への影響が甚大な状況です。市民の皆
さまにおかれましては、是非、市内での買い物や飲食な
どをお願い申し上げます。
　来月７月1日に、ご存じのとおり、守山市は市制施行５0
周年を迎えます。今日まで、記念事業推進委員会を始め
とする関係者のご尽力で記念事業の準備を進めてきて頂
いたところですが、新型コロナウイルスの第２波、第３波
の感染拡大の可能性がある中で、記念事業の確実な実施
が担保できないことから、残念ながら、当該記念事業の
来年度への延伸を決定したところです。
　市制施行５0周年の今年度は、市民の皆さまとともに力
を合わせて、新型コロナウイルスを克服する1年とし、来
年度に、改めて市民の皆さまと共に５0周年をお祝いした
いと考えております。
　最後になりますが、守山市新庁舎「つなぐ、守の舎」整
備基本設計（案）について、現在パブリックコメント手続き
を実施しております。市ホームページにおいて基本設計

（案）の説明資料と併せて、YouTubeの説明動画を掲載し
ておりますので、ご覧頂ければと存じます。ご意見などの
提出は、施設整備室へ６月５日（金）までにお願い申し上
げます （詳しくは広報もりやま５月1５日号５～７頁）。

市長から市民の皆さまへ 市長メッセージ

市制施行50周年記念事業を延伸します

　５月1５日に守山市自治連合
会第1回定例会が開催され、今
年度の役員が決まりました。
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問市民協働課
　☎・有（５８２）１１４８
　5（５８３）３９１１

自治連合会の
役員が

決まりました
問 企画政策課　☎・有  （５８２）１１6２　5（５８２）0５３９

　「『わ』で輝かせよう ふるさと守山 ～つなぐ５0年 輝く 未来へ～」を
テーマに、広く市民の皆さまとともに市制施行５0周年をお祝いするた
め、今日まで市制施行５0周年記念事業推進委員会などでご議論いただ
き、今年度、下記のとおりさまざまな記念事業を予定しておりました。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、現下、緊
急事態宣言は解除されたものの、第２波、第３波などに備えなければな
らないとされており、確実な実施が困難であるため下記の記念事業を
来年度に延伸することとしました。なお、来年の詳しい日程などが決
まり次第、市民の皆さまにお知らせします。

延伸する記念事業
・特別記念講演
・�50周年復活！総おどり（みんなで踊ろう♪守山音頭）
・�私たちが守山の未来をつくる中高生サミット
・記念式典　・講演会　・びわ湖吹奏楽フェスタ

～子どもたちへの支援のために基金への寄附を募集します～
　「コロナに負けない！５0周年」として、次代を担う子どもたちへの
支援などを目的とする基金へ積み立てるための寄附を募集します。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。
募集方法　ふるさと納税または一般寄附
問 企画政策課　☎・有（５８２）１１6２　5（５８２）0５３９
　総務課　☎・有（５８２）１１１１　5（５８２）0５３９
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